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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善及び政府・日銀による各種政策を背景

に緩やかな回復基調にあるものの、米国の金融政策正常化に向けた動きのなか、中国を始めとする新興国経済の減

速懸念から、先行きは不透明な状況で推移いたしました。 

 当社グループの関連するモバイルコンテンツ業界におきましては、携帯電話利用者のフィーチャーフォン（以下

「ＦＰ」という。）からスマートフォン（以下「ＳＰ」という。）への端末変更がより一層進み、さらに、タブレ

ット端末の利用者が増えた結果、ＳＰ及びタブレット端末（以下「スマートデバイス」という。）の利用者が増加

傾向にあります。これらの要因により、インターネットサービス及びアプリケーションの利用、電子書籍の閲覧

等、スマートデバイスによるコンテンツ利用シーンが拡大しております。 

 このような経営環境のもと、当社グループは引き続き、モバイルコンテンツ事業の持続的な成長と関連事業の育

成を進めてまいりました。 

 コミュニケーションコンテンツ領域（『デココレ』、『photodeco+』等）におきましては、ユーザーの継続利用

を促進するため、使いやすいユーザーインターフェースへの改善と追加機能の拡充、スタンプ画像の掲載等、引き

続きスマートデバイスでのサービス強化を進めてまいりました。まず、『デココレ』におきましては、テレビアニ

メ25周年記念「映画ちびまる子ちゃん」との特別タイアップとして、限定スタンプ・待ち受け画像の配信、さくら

ももこの大人気キャラクター「コジコジ（COJI-COJI）」の名言スタンプ素材の限定配信に加えて、大規模リニュ

ーアルによるシェア拡大に取り組みました。次に、『photodeco+』におきましては、大ヒット映画「パディント

ン」の日本公開を記念した特別企画として、スタンプやフレーム、テンプレートで写真を簡単に可愛く加工できる

デコ素材の配信を行い、サービス強化に取り組みました。 

 ファミリーコンテンツサービス領域（『森のえほん館』等）におきましては、絵本を通してメープルシロップの

魅力を伝える取組みといたしまして、株式会社白泉社が発行する子育て情報誌「kodomoe（コドモエ）」と制作し

ましたタイアップ絵本「かえでのもりの おくりもの」の配信を行い、更なる認知、普及に向けた取組みを実施い

たしました。 

 周辺事業の育成におきましては、世界的なメッセンジャーアプリFacebook「Messenger」向けにスタンプを送信

できるサービスとして、『stapa！』をリリースいたしました。今後は、Facebook「Messenger」にさらに緊密に統

合される様、Facebook社に申請する予定です。また、オリジナル作品投稿コミュニティ『Pictbox』におきまして

は、ステッカー製作専門サイト「貼れる屋」を運営する越後札紙株式会社と共同で、ノートパソコンを彩るイラス

トコンテストを開催する等の取組みを行いました。 

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は471,265千円（前年同期比42.4％減）、営業損失は

9,608千円（前年同期は27,305千円の営業損失）、経常損失は4,680千円（前年同期は24,356千円の経常損失）、親

会社株主に帰属する四半期純損失は6,977千円（前年同期は32,888千円の親会社株主に帰属する四半期純損失）と

なりました。 

 なお、第１四半期連結会計期間から、当社グループは単一セグメントに変更したため、セグメント別の記載を省

略しております。 

（注）製品名及びサービス名は商標又は登録商標です。 

（２）財政状態に関する説明

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて136,919千円（22.3％）減少し、476,288千円となりました。これは主と

して、現金及び預金が79,800千円、売掛金が28,832千円減少したことによるものであります。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて17,822千円（17.3％）減少し、85,256千円となりました。これは主とし

て、有形固定資産が5,961千円、無形固定資産が3,204千円増加したものの、投資その他の資産が26,988千円減少し

たことによるものであります。 

 繰延資産は、前連結会計年度末に比べて1,457千円（37.5％）減少し、2,429千円となりました。 

 以上の結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて156,199千円（21.7％）減少し、563,974千円となりました。 

 流動負債は、前連結会計年度末に比べて134,642千円（32.3％）減少し、282,212千円となりました。これは主と

して、短期借入金が120,000千円、１年内返済予定の長期借入金が18,856千円減少したことによるものでありま

す。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比べて14,326千円（6.5％）減少し、206,465千円となりました。これは主とし

て、長期借入金が10,988千円減少したことによるものであります。 

 以上の結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて148,969千円（23.4％）減少し、488,678千円となりまし

た。 
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 純資産は、主に親会社株主に帰属する四半期純損失6,977千円を計上したことにより、前連結会計年度末に比べ

て7,229千円（8.8％）減少し、75,295千円となりました。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成27年11月６日に公表しております業績予想数値に変更はありません。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 当第３四半期連結累計期間におきまして、当社の連結子会社でありました株式会社アイフリーク モバイルは、

当社を吸収合併存続会社、株式会社アイフリーク モバイルを吸収合併消滅会社とする吸収合併により消滅してお

りますが、同社が行っておりました事業は当社が継承しているため、当社グループとして営んでおります事業の内

容に変更はありません。 

 なお、当社は、平成27年７月１日付けで株式会社アイフリーク モバイルに商号を変更いたしました。 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平

成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非

支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及

び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 当社グループは、前連結会計年度において、スマートデバイスのサービス強化及び企業向け電子絵本商品のメニ

ュー強化、不採算事業からの撤退や徹底した固定費の削減施策を行い、グループ内の事業部門の選択と集中をより

強く推進し、経営資源をモバイルコンテンツ事業へ集約する体制の整備と財務基盤の強化を図りました。

 これらの施策が功を奏し、前連結会計年度において、営業利益及び経常利益を計上しております。しかしなが

ら、営業キャッシュ・フローは継続してマイナスであり、収益力が安定したと判断するのは時期尚早であることか

ら、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在していると判断しております。

 この改善策といたしまして、当連結会計年度におきましては、平成27年７月１日に当社グループの売上高を構成

するモバイルコンテンツ事業を営んでおりました株式会社アイフリーク モバイルを吸収合併し、従来の「純粋持

株会社体制」から「事業会社体制」に移行することにより、昨今の経済情勢の変化に対応するとともに、より一層

のお客様視点に立った経営及び経営の一層の効率化を進めております。また、モバイルコンテンツ事業の中核であ

ります『デココレ』『photodeco+』等のコミュニケーションコンテンツ領域及び『森のえほん館』等のファミリー

コンテンツサービス領域の一層のサービス強化により、営業利益の確保及び営業キャッシュ・フローの更なる改善

を見込んでおります。

 事業資金面につきましても、引き続き取引金融機関と良好な関係にあり、当面の事業資金の確保はなされている

ことから、少なくとも今後１年間の資金繰りに重大な支障をきたすような状況にはありません。

 以上のことから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しておりますが、継続企

業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断し、「継続企業の前提に関する注記」の記載には至りませ

んでした。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 421,774 341,974 

売掛金 152,244 123,412 

有価証券 14 14 

その他 39,704 11,335 

貸倒引当金 △531 △447 

流動資産合計 613,207 476,288 

固定資産    

有形固定資産 20,698 26,660 

無形固定資産 17,992 21,197 

投資その他の資産 64,386 37,398 

固定資産合計 103,078 85,256 

繰延資産 3,887 2,429 

資産合計 720,173 563,974 

負債の部    

流動負債    

買掛金 8,252 8,615 

短期借入金 300,000 180,000 

1年内返済予定の長期借入金 39,792 20,936 

未払法人税等 － 3,247 

その他 68,811 69,413 

流動負債合計 416,855 282,212 

固定負債    

社債 200,000 200,000 

長期借入金 10,988 － 

資産除去債務 5,199 5,235 

その他 4,604 1,230 

固定負債合計 220,792 206,465 

負債合計 637,647 488,678 

純資産の部    

株主資本    

資本金 652,682 654,171 

資本剰余金 652,687 654,177 

利益剰余金 △1,221,648 △1,228,625 

自己株式 △34 △34 

株主資本合計 83,686 79,688 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △3,391 △6,283 

その他の包括利益累計額合計 △3,391 △6,283 

新株予約権 2,230 1,891 

純資産合計 82,525 75,295 

負債純資産合計 720,173 563,974 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 818,509 471,265 

売上原価 425,886 170,968 

売上総利益 392,623 300,296 

販売費及び一般管理費 419,928 309,905 

営業損失（△） △27,305 △9,608 

営業外収益    

受取利息 31 28 

受取配当金 3,300 245 

貸倒引当金戻入額 6,137 3,218 

その他 2,816 6,048 

営業外収益合計 12,285 9,541 

営業外費用    

支払利息 3,326 2,864 

社債発行費償却 1,457 1,457 

新株予約権発行費 2,000 － 

その他 2,552 290 

営業外費用合計 9,336 4,613 

経常損失（△） △24,356 △4,680 

特別利益    

新株予約権戻入益 － 220 

事業譲渡益 59,020 － 

特別利益合計 59,020 220 

特別損失    

特別退職金 1,038 － 

貸倒引当金繰入額 59,484 － 

特別損失合計 60,523 － 

税金等調整前四半期純損失（△） △25,859 △4,459 

法人税等 7,028 2,518 

四半期純損失（△） △32,888 △6,977 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △32,888 △6,977 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純損失（△） △32,888 △6,977 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △60 △2,892 

その他の包括利益合計 △60 △2,892 

四半期包括利益 △32,948 △9,870 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △32,948 △9,870 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額(注)２  
モバイルコン 
テンツ事業 

Ｅコマース 
事業 

売上高          

外部顧客への売上高 632,613 185,896 818,509 － 818,509 

セグメント間の内部売
上高又は振替高 

－ － － － － 

計 632,613 185,896 818,509 － 818,509 

セグメント利益又は 

損失（△） 
142,229 △10,480 131,749 △159,054 △27,305 

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報

告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日） 

 当社グループは「モバイルコンテンツ事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

（報告セグメントの変更等に関する事項） 

 当社グループは、従来「モバイルコンテンツ事業」、「Ｅコマース事業」の２事業を報告セグメントとし

ておりましたが、前連結会計年度において、「Ｅコマース事業」を営んでおりました株式会社アイフリーク 

プロダクツ セールスの保有株式の全てを第三者に譲渡し、同事業から撤退しております。

 これにより、「モバイルコンテンツ事業」の単一セグメントとなることから、当第３四半期連結累計期間

のセグメント情報の記載を省略しております。 
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